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宮崎県南部におけるサトウキビ野生種の探索と収集
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Summary

 Exploration for collecting sugarcane wild species, Saccharum spontaneum L., in 
southern regions of Miyazaki Prefecture, was carried out on 12-14 August in 2009. During 
this exploration, seven accessions were collected mainly from roadside bush and riverbank. 
There was a relatively wide range of variations in juice Brix among collected seven accessions, 
indicating they would be useful for future breeding materials.

1．背景と目的
　サトウキビ野生種（Saccharum spontaneum L.）は，南～東南アジアを中心として，日本，中
国から地中海沿岸やアフリカ大陸までにおよぶ広い分布域を有する 1,2)．野生種の生存環境は，
サトウキビ経済品種では越冬が難しい高緯度の低温地域をはじめ，湿地や乾燥地，塩類集積土壌，
強酸性土壌など多様である 3)．そのため，野生種は各環境条件に適応するための生理生態的形質，
すなわち耐冷性や耐湿性，耐乾性等を有する場合が多い．また，一般に，野生種は病害虫抵抗性
や多けつ性，根系発達の点でも優れている 3)．
　野生種が有するこれらの有用形質を栽培品種の改良に役立てるために，国内外で多くの研究開
発がなされてきた 3, 4)．また，最近では，分子マーカー技術の発達に伴うサトウキビ育種の高効
率化への期待，あるいはエネルギー生産や飼料化を含むサトウキビ多用途利用への要望などを背
景として，野生種遺伝資源の活用に向けた研究開発が一層，活発化している 5, 6, 7)．
　こうした近年の技術開発や社会状況の変遷を踏まえ，サトウキビ野生種遺伝資源の探索・活用
促進は，さらに重要度を増している．国内のサトウキビ野生種の遺伝資源探索は，これまで南西
諸島を中心として行われてきたが 8, 9)，本州においても，茨城，埼玉，千葉や静岡の太平洋沿岸
などで探索が実施され，野生種の自生が報告されてきた 10)．しかし，松岡ら 11) が指摘したように，
国内における未探索の「空白地帯」も未だ多く残されている．現在，この「空白地帯」を埋める
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探索活動が進んでおり，鹿児島湾内や愛知県渥美半島において野生種群落が確認されている 12）．
今回，我々はこの「空白地帯」を埋める活動の一環として，気候が温暖で野生種の生育に比較的
適すると考えられる宮崎県南部を対象に探索を実施し，複数の野生種群落を発見・収集したので
報告する．

2．探索・収集方法
　サトウキビ野生種の探索では，穂の形態の相違に注目して実施される場合が多いため，群落に
おける出穂状況の確認しやすさが重要となる．今回，探索対象とした宮崎県南部では，南西諸島
に比べて出穂時期が早いことが予想されたため 13)，探索は 8 月中旬（2009 年 8 月 12 ～ 14 日）
に実施した．野生種は海岸線や河川流域，湿地帯等に自生する場合が多いことが報告されている
ため 8, 9)，今回の探索でも沿岸部を中心に経路を設定し，比較的大きな河川を発見した場合には，
やや内陸部の河川流域まで調査の対象とした（Fig.1，Table 1）．乗用車にて移動しながら車窓か
ら見える範囲で探索を行い，必要に応じて徒歩での探索も実施した．野生種群落を発見した場合
の調査には，国際遺伝資源委員会（IBPGR：現在は国際生物多様性センター，IPGRI）の資料に
基づいて杉本が作成した調査票を用いた 14)．収集は栄養体で行い，収集したサトウキビ野生種
は九州沖縄農業研究センター種子島試験地の圃場で保存している．

3．収集の結果
　今回の探索では，Table 2 に示すように，宮崎市 4 地点および串間市 3 地点の合計 7 地点にお
いてサトウキビ野生種群落を発見し，一部の個体を収集した．いずれの群落においても 8 月中
旬の探索時点で出穂・開花は終了していた．これは，九州南部の野生種の出穂期は南西諸島に
比較してかなり早く 7 ～ 8 月である，とした佐藤ら 13) の指摘を裏付ける結果であった．収集時
に調査した各野生種の特性を Table 3 に，収集地点の周辺状況を Photo １～ 7 に示した．なお，
収集した野生種 7 点には，収集順に JW765 から JW771 までの系統番号を付与した．

4．所感
　今回の探索は 3 日間と短期であったが，これまでサトウキビ野生種が未確認であった宮崎県
南部の宮崎市と串間市において群落を発見し，空白地帯の解消を進めるという当初目的を達成で
きた．日南市において野生種群落を発見できなかった理由としては，この地域の沿岸部には切り
立った崖や水成岩が隆起してできた岩場が多く，サトウキビ野生種が定着しにくい環境であるこ
とが考えられた．

日付 旅程と探索地点

8 月 12 日
鹿 児 島 県 西 之 表 市 → 鹿 児 島 市 → 宮 崎 市 砂 土 原 町（A1)，B，C）
→宮崎市阿波岐原町（D）

8 月 13 日
宮 崎 市 → 清 武 町 → 日 南 市 → 串 間 市 今 町（E） → 串 間 市 大 字 本 庄（F） 
→串間市大字崎田（G）→宮崎市

1) 表中のアルファベット（A から G）は Fig.1 に示した各収集地点を示す．

Table 1. Exploration schedule and collection sites.
              探索・収集日程と収集地点 
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Figure 1. Exploration route in Southern Miyazaki prefecture. 
 
第1図 宮崎県南部におけるサトウキビ野生種探索・収集経路． 
    実線および破線で示した経路は，それぞれ探索1日目，2日目の

経路を示す．図中のアルファベットは野生種群落の発見位置
を示す． 

Fig. 1  Exploration route in Southern Miyazaki prefecture.
宮崎県南部におけるサトウキビ野生種探索・収集経路．
実線および破線で示した経路は，それぞれ探索 1 日目，2 日目の経路を示す．
図中のアルファベットは野生種群落の発見位置を示す．

系統番号 JP 番号
収集位置 標高 収集 

地点
地名 周辺状況 土壌

北緯 東経  (m)
JW 765 237636 32°01′131°29′ 9   A 1) 宮崎市佐土原町下田島 県道 372 号線沿い

の茂み
壌土

JW 766 237637 32°01′131°29′ 9 B 宮崎市佐土原町下田島 県道 372 号線沿い
石崎川の土手

壌土

JW 767 237638 32°00′131°29′ 13 C 宮崎市佐土原町下那珂 県道 372 号線沿い
の茂み

壌土

JW 768 237639 31°57′131°27′ 6 D 宮崎市阿波岐原町猿野 県道 372 号線沿い
産母川の土手

壌土

JW 769 237640 31°27′131°13′ 2 E 串間市今町 大字西方 志布志湾東沿岸の
道路沿いの茂み

砂質土

JW 770 237641 31°26′131°15′ 6 F 串間市本城 道路沿いの茂み（近
隣に墓地あり）

砂質土

JW 771 237642 31°25′131°14′ 2 G 串間市崎田 志布志湾東沿岸 港
近くの小道沿いの
茂み

砂壌土

1) 表中のアルファベット（A から G）は Fig.1 に示した各収集地点を示す．

Table 2. List of sugarcane wild species (S. spontaneum L.) collected in southern regions of 
Miyazaki Prefecture
           　宮崎県南部で収集したサトウキビ野生種（S. spontaneum L.）のリスト
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系統番号 群落の直径 Brix (%) 仮茎長 (m) 茎径 (mm) 分げつ数 茎内部 出穂状況 1)

JW 765 100m 程度   9.7 1.2 4 多 スポンジ 有（100％）

JW 766   20m 程度 14.8 2.0 6 多 スポンジ 有（100％）

JW 767 100m 程度 10.2 1.5 4 多 スポンジ 有（100％）

JW 768   15m 程度 13.6 1.5 5 多 スポンジ 有（100％）

JW 769   15m 程度 11.2 1.5 4 多 スポンジ 有（100％）

JW 770   50m 程度 11.5 1.2 4 多 スポンジ 有（100％）

JW 771 100m 程度   9.0 1.4 4 多 スポンジ 有（100％）

1) 出穂は 2009 年 8 月 12 ～ 13 日の時点での状況．

Table 3. Chracteristics of sugarcane wild species (S. spontaneum L.) collected during exploration 
in Miyazaki prefecture
               宮崎県南部で収集したサトウキビ野生種（S. spontaneum L.）の特性

　収集した野生種の特性に着目すると，各群落とも細茎，多けつ性で茎内にはスポンジがみられ
るという一般的な野生種の特徴が認められた一方で，仮茎長やブリックスについては各群落間で
変異が認められた．最近，境垣内ら 15) は，日本で収集された野生種の蔗汁ブリックス評価を実
施し，関東・東海地域で収集された野生種には，南西諸島地域の野生種よりもブリックスが高
い系統が多いことを報告している．今回，宮崎県南部で収集した野生種では，収集時のブリッ
クスが約 15％に達するものも認められたが，発見した 7 群落中 5 群落において，ブリックスは
11.5％以下であった（Table 3）．このことから，同地域における野生種のブリックスは，その分
布の中心が，おおよそ 9.5 ～ 11.5％程度の水準にあると推察された．この値は，8 ～ 10％に分
布の中心があると推定されている南西諸島の野生種より若干高く 15），14 ～ 16％に分布の中心
があると推定されている関東・東海地方の野生種よりも低い値であり，野生種のブリックスと地
理的分布との関係を考える上で興味深い．ただし，同地域内で収集された野生種間でもブリック
スの変異は大きいという境垣内らの指摘の通り 15），今回の探索で収集した野生種間にも 9.0 ～
14.8％と大きな変異が認められること（Table 3），また，今回の探索・調査時期は夏季であり，
境垣内らの研究 15）とは調査時期が異なること等に注意すべきである．これに関しては，今後も
残された空白地域，とくに，これまで探索が実施された地域とは異なる環境条件を有する地域で
の遺伝資源探索・収集を進めつつ，形態的特徴や生産力の高低などの特性も含めて総合的な検討
を実施することが必要であろう．
　野生種の諸形質と地理的分布との関係については，古くから形態的特徴や染色体数，ストレス
耐性等に着目した検討がなされてきたが 10), 16)，最近では，インドの事例にみられるように，分
子マーカーを用いた遺伝的変異の解析技術も適用可能な水準に達している 17)．今後は，残され
た空白地帯における遺伝資源探索とともに，こうした最新技術も導入しながら，日本国内におけ
る遺伝資源の地域間変異あるいは共通点を明らかにし，サトウキビの多用途利用の促進や経済品
種の改良などに役立てていくことが重要であると考える．
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Photo 1. Population found in a bush along prefectural road 372, 
Sadowara, Miyazaki, Miyazaki; JW765.
宮崎市佐土原町の県道 372 号線沿いの茂みで発見した群落

（JW765）．

Photo 2. Population found on the bank of Ishizaki river, Sadowara, 
Miyazaki, Miyazaki; JW766.
宮崎市佐土原町の石崎川の土手で発見した群落（JW766）．

Photo 3. Population found in a bush along prefectural road 372, 
Sadowara, Miyazaki, Miyazaki; JW767. 
宮崎市佐土原町の県道 372 号線沿いの茂みで発見した群落

（JW767）．

Photo 4. Population found on the bank of Yabo river, Awakigahara, 
Miyazaki, Miyazaki; JW768.
宮崎市阿波岐原町の産母川の土手で発見した群落（JW768）．

Photo 5. Population found in a bush along a city road in eastern coastal 
area of Shibushi-Bay, Ima-machi, Kushima, Miyazaki; JW769. 
志布志湾東沿岸（串間市今町）の道路沿いの茂みで発見した群落

（JW769）．

Photo 6. Population found in a bush along a narrow road in 
Honjyo, Kushima, Miyazaki; JW770. 
串間市本城の道路沿いの茂みで発見した群落（JW770）．

Photo 7. Population found in a bush along a narrow road in eastern 
coastal area of Shibushi-Bay, Sakida, Kushima, Miyazaki; JW771. 
志布志湾東沿岸（串間市崎田）の道路沿いの茂みで発見した群落

（JW771）．
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